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分野 評価項目 評価指標 改善策

言語能力の育成 教職員・児童アンケートの意識分析
研究協議会の授業考察

子どもが主体の授業改善 教職員・児童・保護者アンケートの意識分
析

学習規律の確立 教職員・児童アンケートの意識分析
研究協議会の授業考察

家庭学習の習慣化 教職員・児童・保護者アンケートの意識分
析

感動できる子 教職員・児童アンケート

感謝できる子 教職員・児童アンケート

時間を大切にする子 教職員・児童アンケート

関係を大切にできる子 教職員・児童アンケート

基本的な生活習慣の育成 生活アンケート・生活点検表

体力の向上 児童アンケート・ランニングサークルの参加状況

図書館指導の充実 図書館利用状況

規範意識の向上 教師・児童・保護者アンケートの意識分析

情報発信の充実 学校HPの更新状況
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　２回目評価

（別添様式３）

　学習規律の確立や家庭学習の習慣化については，具
体的な項目について統一して指導していく。
　シンキングツールの積極的な活用を促すとともに，来
年度も研究部を中心に国語科を窓口として言語能力の
育成を目指していく。また，「読む」「書く」「聞く（聴く）」
「話す」領域での系統的な付けたい力を明らかにする。

2 豊かな心

 感動できる子については，音読発表会や体験活動の時な
ど，自発的に自分の感動や思いを発表できる子が増えて
おり，一定の成果が見られる。
　関係を大切にする子についても，「近所の人に自分から
あいさつをする」「友達とよく話をしている」と答えている児
童が多く，徐々に成果が出てきている。

　様々な体験を通して，感動する心や感謝する心を意
識化させ，言葉で表現する機会を多く与えていく。
　フレンドリー活動や地域活動の時だけでなく，普段か
ら異学年の友達とも交流し，互いの良さを認め合う人間
関係を構築させていく。

分析（成果と課題）

1 確かな学力

　言語能力の育成や子どもが主体の授業改善については，シンキングツー
ルの活用等により少しずつ成果がみられるが，児童アンケートで「授業中進
んで学習に取り組む」と答えた児童は４０％程度である。
　学習規律の確立は，共通理解の基に徹底して指導しているが，ハンドサイ
ンなど統一が必要なものもある。
　家庭学習の習慣化については，学習予定表の工夫や家庭との連携を密
にした結果，65％以上の児童が宿題以外の学習をするようになった。

　図書館利用状況については，学生ボランティアが来られなくなっ
たこともあり，放課後の利用が進んでいない。中間・昼休みについ
ては，前期と同じように利用者が多い。
　情報発信の充実については，毎日ＨＰを更新しているので，アク
セス数は確実に増えている。また緊急の場合などＰＴＡのメール配
信を利用することもあり，プリントによる情報発信だけではなく，い
ろいろな媒体を使っている。

　図書館利用について，担任・図書館運営指導員など
が指導するとともに，９類（物語）以外の本も増やしてい
く。
　次年度も，学生ボランティアなどを募集して，放課後に
利用しやすい環境を作っていく。

3 健やかな体

　寒い冬になっても起床時刻は，夏の結果とほぼ同じで，７０％の
児童が7時までに起きている。朝食は，夏より冬の方が食べている
児童が多く，95％以上になっている。
　就寝時刻では，11時以降に寝ている児童の割合が，6月と比べ
て1.5倍になったので，睡眠時間が短くなったと言える。
　10月から，1年生も朝のランニングサークルに参加できるように
なり，体力も少しずつ向上している。

 　就寝時刻の遅い児童に話を聞いてみると，勉強では
なく，テレビを見てなど，何となく遅くまで起きていること
が多いので，引き続き保護者と連携を取りながら指導し
ていく。
　睡眠の大切さについて，学級や保健室での指導だけ
ではなく，個別にも働きかけていく。

総括・次年度の課題
　確かな学力を身に付ける取組，特に国語科を窓口とした言語能力の育成については，学校運営協議会の理事会でも一定の評価をいただいている。今後も，さらなる取組を進め，子どもが主体の授業改善に努めて
いきたい。
　公園での遊び方や登校時の挨拶や通学路について，自ら考えて実践できる子どもを育てていきたい。
　児童・学校・PTA・地域の４者会議を今年度初めて行ったが，次年度も，さらに発展させ，具体的な取組を進めていきたい。

３－①　自己評価　　【　評価日　：　平成26年３月５日（木）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　評価者・組織（名称）　：　学校評価委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３－②　学校関係者評価　　【　評価日　：　平成26年3月14日（金）　　　　　　　　　　　　　　　　　評価者・組織　：　学校運営協議会　，　学校評議員　（いずれかに○）　　】

評価結果 改善に向けた支援策
　地域・家庭が一緒になって，子どもを育ててきたので，子どもたちは成長してきた。
　菊花展がなくなっても，植物を育てることは良いことなので，菊の栽培は授業の一環として３年生と女性会とで続けたい。
　朝の登校時，ほとんどの児童が挨拶をしているが，一部の児童は挨拶をしない。
　通学路を勝手に変えている児童や登校時刻が遅い児童がいる。
　見守り隊のメンバーが高齢化してきているので，PTAの方ももっと協力してほしい。
　公園のごみの持ち帰りや壊れた立看板の撤去など，自町連とともに町の美化に努めてほしい。

　菊の栽培のほかに「地域交流作品展・七草がゆ・抹茶を楽しむ会・６年お茶会」
など，引き続き支援していきたい。
　食育等，地域の人材を活用して貰えば良い。
　立看板の撤去など声をかけて貰えば取り組む。
　PTAの方でも，見守り隊の活動を支援していきたい。

4 学校独自の取組
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